
(57)【要約】

【課題】導光板およびその側方に配されたＬＥＤ等の発

光光源を有する面状光源において、照明時に発生する輝

線による明暗の縞模様の発生により見栄えが悪くなるの

を防止する。

【解決手段】板状の透光材よりなる導光板２と該導光板

の側面に対向して配された発光光源１を有し、導光板の

側面２ｃに入射する光を導光板２の下面の反射面２ｂと

上面２ａとの作用により光路変換して面状の光束を出射

する面状光源１０において、前記導光板２の入光側面２

ｃと上面２ａ（出射面）の交差してできるエッジおよび

入光側面と下面２ｂ（反射面）の交差してできるエッジ

を面取り形状（２ｄ、２ｅ）とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
板 状 の 透 光 材 よ り な る 導 光 板 と 該 導 光 板 の 側 面 に 対 向 し て 配 さ れ た 発 光 光 源 を 有 し 、 該 発
光 光 源 か ら 前 記 導 光 板 の 側 面 に 入 射 す る 光 を 導 光 板 の 下 面 の 反 射 面 と 導 光 板 の 上 面 の 出 射
面 と の 作 用 に よ り 光 路 変 換 し て 前 記 上 面 か ら 面 状 の 光 束 を 出 射 す る 面 状 光 源 に お い て 、 前
記 導 光 板 の 発 光 光 源 か ら の 光 の 入 射 す る 入 光 側 面 と 上 面 （ 出 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ
ジ お よ び 入 光 側 面 と 下 面 （ 反 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ を 面 取 り 形 状 と す る こ と を 特
徴 と す る 面 状 光 源 。
【 請 求 項 ２ 】
板 状 の 透 光 材 よ り な る 導 光 板 と 該 導 光 板 の 側 面 に 対 向 し て 配 さ れ た 発 光 光 源 を 有 し 、 該 発
光 光 源 か ら 前 記 導 光 板 の 側 面 に 入 射 す る 光 を 導 光 板 の 下 面 の 反 射 面 と 導 光 板 の 上 面 の 出 射
面 と の 作 用 に よ り 光 路 変 換 し て 前 記 上 面 か ら 面 状 の 光 束 を 出 射 す る 面 状 光 源 に お い て 、 前
記 導 光 板 の 発 光 光 源 か ら の 光 の 入 射 す る 入 光 側 面 と 上 面 （ 出 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ
ジ お よ び 入 光 側 面 と 下 面 （ 反 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ を 曲 面 形 状 （ Ｒ 形 状 ） と す る
こ と を 特 徴 と す る 面 状 光 源 。
【 請 求 項 ３ 】
板 状 の 透 光 材 よ り な る 導 光 板 と 該 導 光 板 の 側 面 に 対 向 し て 配 さ れ た 発 光 光 源 を 有 し 、 該 発
光 光 源 か ら 前 記 導 光 板 の 側 面 に 入 射 す る 光 を 導 光 板 の 下 面 の 反 射 面 と 導 光 板 の 上 面 の 出 射
面 と の 作 用 に よ り 光 路 変 換 し て 前 記 上 面 か ら 面 状 の 光 束 を 出 射 す る 面 状 光 源 に お い て 、 前
記 導 光 板 の 発 光 光 源 か ら の 光 の 入 射 す る 入 光 側 面 と 上 面 （ 出 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ
ジ お よ び 入 光 側 面 と 下 面 （ 反 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ の い ず れ か 一 方 の エ ッ ジ を 面
取 り 形 状 と し 他 方 の エ ッ ジ を 曲 面 形 状 （ Ｒ 形 状 ） と す る こ と を 特 徴 と す る 面 状 光 源 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 導 光 板 の 上 面 に 対 向 し て プ リ ズ ム シ ー ト そ の 他 の 光 の 透 過 方 向 を 規 制 す る 部 材 が 配 置
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 面 状 光 源 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 導 光 板 の 下 面 の 少 な く と も 一 部 は 複 数 の プ リ ズ ム よ り な る 反 射 面 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 面 状 光 源 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 導 光 板 の 下 面 は シ ボ よ り な る 反 射 面 の 部 分 と 複 数 の プ リ ズ ム よ り な る 反 射 面 の 部 分 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 面 状 光 源 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル 等 を 背 面 よ り 照 射 す る 面 状 光 源 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 携 帯 電 話 機 そ の 他 の 携 帯 情 報 端 末 機 器 の 小 型 液 晶 等 表 示 装 置 の 照 明 手 段 と し て 用 い
ら れ る 面 状 光 源 と し て 板 状 の 導 光 板 の 側 面 に 対 向 し て 発 光 ダ イ オ ー ド （ 以 下 Ｌ Ｅ Ｄ と 言 う
。 ） 等 の 発 光 光 源 を 配 し た も の が 開 発 さ れ 、 小 型 化 、 薄 型 化 に 適 し た も の と し て 広 く 用 い
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 面 状 光 源 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 等 で 発 光 し た 光 が 導 光 板 に 入 射 し 、 導 光 板 内 で 反 射 を 繰 り 返 し
て 伝 播 さ れ る 。 そ の 際 、 導 光 板 の 底 （ 下 面 ） に 設 け ら れ た 溝 や シ ボ に よ っ て 反 射 も し く は
屈 折 し た 光 が 出 射 さ れ る 。 そ の 後 、 導 光 板 か ら 出 射 し た 光 は 液 晶 表 示 装 置 へ と 向 か い 、 液
晶 表 示 装 置 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 面 状 光 源 の 一 例 と し て 、 図 ６ に 示 す よ う な 面 状 光 源 が 従 来 よ り 知 ら れ て い る （
例 え ば 特 願 ２ ０ ０ ２ － ０ ９ ３ ３ ８ ３ の 図 ７ 参 照 ） 。 図 ６ は 面 状 光 源 １ １ ０ の 構 成 を 示 す 図
で あ り 、 （ ａ ） は 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 １ ０ １ は 発 光 源 で あ る
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Ｌ Ｅ Ｄ 、 １ ０ ２ は 導 光 板 、 １ ０ ３ は プ リ ズ ム シ ー ト 、 １ ０ ６ は 反 射 板 、 １ ０ ７ は 液 晶 表 示
板 あ る 。 導 光 板 １ ０ ２ は 平 面 形 状 が 略 四 辺 形 の 板 状 を な し 、 透 光 性 の ガ ラ ス 又 は 樹 脂 等 よ
り な る 。 １ ０ ２ ａ は 導 光 板 １ ０ ２ の 上 面 で あ る 。 １ ０ ２ ｃ は Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ に 対 向 す る 入 光
側 面 で あ る 。 １ ０ ２ ｂ は 導 光 板 １ ０ ２ の 下 面 で 上 記 上 面 １ ０ ２ に 対 向 し 、 複 数 の 非 対 称 プ
リ ズ ム １ ０ ２ ｂ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 非 対 称 プ リ ズ ム １ ０ ２ ｂ １ は 、 入 光 側 面 １ ０ ２
ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 急 激 に 上 面 １ ０ ２ ａ と の 距 離 が 増 加 す る 立 下 り 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ １ と
緩 や か に 上 面 １ ０ ２ ａ と の 距 離 が 減 少 す る 立 ち 上 が り 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ と に よ り 構 成 さ れ
て い る 。 ３ 個 の Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ は 保 持 部 材 １ ０ １ ｂ に 保 持 さ れ て 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ に 対 向 す
る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 示 し な い 電 源 よ り Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ に 所 定 の 電 流 が 供 給 さ れ る と 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ は 白 色 又 は
所 定 の 色 で 発 光 す る 。 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ か ら の 出 射 光 は 導 光 板 １ ０ ２ の 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ に 入
射 し 、 屈 折 に よ り こ の 面 を 透 過 し て 導 光 板 １ ０ ２ の 内 部 に 入 る 。 内 部 に 入 っ た 光 は 、 後 述
す る よ う に 導 光 板 の 上 面 １ ０ ２ ａ と 下 面 １ ０ ２ ｂ の 間 で 反 射 を 繰 り 返 し た 後 に 上 面 １ ０ ２
ａ を 屈 折 に よ り 透 過 し て 導 光 板 １ ０ ２ を 出 射 し 、 プ リ ズ ム シ ー ト １ ０ ３ に 入 射 す る 。 プ リ
ズ ム シ ー ト １ ０ ３ に 入 射 し た 光 は こ こ で 、 プ リ ズ ム シ ー ト 内 で 正 反 射 さ れ 最 終 的 に は ｚ 方
向 へ 進 路 を 変 え る 。 こ の ｚ 方 向 に 向 か う 光 線 が 液 晶 表 示 板 １ ０ ７ に 入 射 す る こ と に よ り 、
液 晶 を 透 過 す る 光 の 方 向 を 理 想 的 な も の と し 、 鮮 明 な 表 示 を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ７ は Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ よ り 導 光 板 １ ０ ２ に 入 射 し た 光 の 経 路 の 一 例 に 示 す 側 面 図 で あ る 。 Ｌ
Ｅ Ｄ １ ０ １ か ら 出 射 角 θ ｉ で 出 射 し た 光 線 は 導 光 板 １ ０ ２ の 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ に 入 射 角 θ
ｉ で 入 射 し 、 こ の 面 を 屈 折 に よ り 透 過 す る が 、 こ の と き の 入 射 角 θ ｉ と 屈 折 の 出 射 角 θ と
の 関 係 は 、 空 気 の 屈 折 率 を １ 、 導 光 板 １ ０ ２ （ ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 等 よ り な る ） の 屈 折 率 を
ｎ と す る と ス ネ ル の 法 則 に よ り 、 　 ｎ ｓ ｉ ｎ θ ＝ ｓ ｉ ｎ θ ｉ 　 と な り 、 こ れ よ り 、
θ ＝ ｓ ｉ ｎ － １ 　 （ （ １ ／ ｎ ） ｓ ｉ ｎ θ ｉ ） ・ ・ ・ （ １ ）
と な る 。 例 え ば 、 導 光 板 １ ０ ２ の 屈 折 率 ｎ が 　 ｎ ＝ １ ． ５ ８ 　 の と き は 、 θ ｉ ＝ ９ ０ ° の
場 合 は 、 （ １ ） 式 よ り
θ ＝ ｓ ｉ ｎ － １ 　 （ １ ／ １ ． ５ ８ ） ＝ ３ ９ ． ３ ° 　 　 と な る の で 、 臨 界 角 θ ｃ は θ ｃ ＝ ３
９ ． ３ ° 　 　 と な る 。
と こ ろ で 、 入 射 角 θ ｉ は 実 際 に は 最 大 で も ９ ０ ° を 下 回 る の で 、 （ １ ） 式 よ り 出 射 角 θ は
最 大 で も 、 臨 界 角 θ ｃ を 下 回 る こ と と な る 。 導 光 板 の 臨 界 角 θ ｃ は 一 般 に ４ ０ ° 前 後 な の
で 、 前 記 出 射 角 θ は 最 大 で も ４ ０ ° を 超 え る こ と は な い 。 出 射 角 θ で 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ を
透 過 し た 光 線 は 導 光 板 １ ０ ２ の 上 面 １ ０ ２ ａ に 入 射 角 θ １ で 入 射 す る 。 こ の と き 、 図 ７ か
ら も わ か る よ う に 、 　 θ ＋ θ １ ＝ ９ ０ ° 　 の 関 係 が あ り 、 出 射 角 θ は 上 記 し た よ う に ４ ０
° 以 下 で あ る の で 、 入 射 角 θ １ は ５ ０ ° 以 上 と な り 、 ４ ０ ° 前 後 の 臨 界 角 θ ｃ を 超 え る こ
と に な る 。 よ っ て 、 こ の 上 面 １ ０ ２ ａ へ の 入 射 光 線 は 、 ５ ０ ° 以 上 の 反 射 角 θ １ で 全 反 射
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 反 射 光 は 下 面 に 設 け ら れ た α の 傾 角 を 有 す る 立 ち 上 が り 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ に 対 し 、 　
θ ２ ＝ θ １ ― α 　 　 の 入 射 角 θ ２ で 入 射 す る 。 こ こ で 傾 角 α は 約 １ ° ～ 数 ° 程 度 で あ る 。
入 射 角 θ ２ で 入 射 し た 光 線 は こ の 面 で θ ２ の 反 射 角 で 反 射 さ れ 、 上 面 １ ０ ２ ａ に 対 し
θ ３ ＝ θ ２ ― α ＝ θ １ ― ２ α 　 　 の 入 射 角 θ ３ で 入 射 し 、 θ ３ の 反 射 角 で 反 射 さ れ 、
反 射 さ れ た 光 線 は 立 ち 上 が り 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ に 対 し
θ ４ ＝ θ ３ ― α ＝ θ １ ― ３ α
の 入 射 角 θ ４ で 入 射 す る 。 こ の よ う に し て 、 最 初 に 上 面 １ ０ ２ ａ か ら 反 射 角 θ １ で 出 射 し
た 光 線 は 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ お よ び 上 面 １ ０ ２ ａ に 入 射 す る 度 に そ の 入 射 角 は θ １ か ら α ず
つ 減 じ た 値 と な る 。 す な わ ち 、 最 初 に 反 射 角 θ １ で あ っ た 光 線 が そ の 後 、 反 射 を 繰 り 返 す
等 し て Ｎ 回 目 の 入 射 を 行 っ た 場 合 そ の 入 射 角 を θ Ｎ と す る と 、
θ Ｎ ＝ θ １ ― Ｎ α ・ ・ ・ （ ２ ）
と な る 。 （ こ こ で 図 に 示 す θ ２ 、 θ ３ 、 θ ４ 、 ・ ・ ・ に 対 し て は （ ２ ） 式 に お け る 入 射 回
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数 Ｎ は そ れ ぞ れ １ 、 ２ 、 ３ 、 ・ ・ ・ と な る 。 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に し て 入 射 角 θ Ｎ が 減 少 し 、 臨 界 角 θ ｃ 対 し 、
θ Ｎ ＝ θ １ ― Ｎ α ＜ θ ｃ ・ ・ ・ （ ３ ）
と な っ た と き に 、 入 射 光 は 上 面 １ ０ ２ ａ ま た は 下 面 の 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ を 透 過 し て 導 光 板
２ の 外 部 に 出 射 す る 。 例 え ば 　 θ １ ＝ ５ ２ ° 　 α ＝ １ ° 　 θ ｃ ＝ ４ ０ ° と す れ ば 、
（ ３ ） 式 よ り 　 Ｎ ＞ １ ２ 　 と な り 、 外 部 に 出 射 す る に は １ ２ 回 以 上 入 射 を 繰 り 返 す 必 用 が
あ る 。 こ の た め 、 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ の 近 傍 で は 入 射 光 の 外 部 へ の 出 射 が 行 わ れ な い 。 例 え
ば 導 光 板 の 厚 さ が １ ｍ ｍ の 場 合 は 、 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ の か ら 略 ３ ｍ ｍ の 範 囲 で は 光 線 の 外
部 へ の 出 射 が 行 わ れ ず 、 こ れ 以 上 離 れ た 領 域 で 外 部 へ 出 射 す る の が 正 常 の 光 線 の 経 路 で あ
る 。 な お 光 線 が 正 常 に 出 射 す る 領 域 で は 、 出 射 光 は ム ラ の な い 状 態 で 出 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 導 光 板 （ １ ０ ２ ） を 用 い た 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に お い
て は 、 以 下 に 述 べ る よ う な 問 題 が 少 な く な か っ た 。 す な わ ち 図 ８ の 上 面 図 に 示 す よ う に 、
導 光 板 １ ０ ２ の 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ に 近 い （ ３ ｍ ｍ ～ ４ ｍ ｍ ） 領 域 Ｓ １ に お い て 何 本 か の 輝
線 １ ４ が 目 立 つ の が 認 め ら れ る 。 （ 図 ８ に お い て 輝 線 を す べ て 濃 い ハ ッ チ ン グ で 示 す 。 ）
Ｓ ２ は 輝 線 の 目 立 た な い 領 域 で あ る 。 こ の よ う に 目 立 つ 輝 線 が 発 生 す る 原 因 は 次 の よ う に
考 え ら れ る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 導 光 板 １ ０ ２ の 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ と 上 面 １ ０ ２ ａ の 交 わ
っ て な す エ ッ ジ 部 １ ０ ２ ｄ に は Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ か ら 、 そ の 発 光 光 線 が 到 達 し 、 そ の エ ッ ジ 部
１ ０ ２ ｄ で 導 光 板 １ ０ ２ に 入 光 す る 。 （ Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ １ か ら の 発 光 光 線 の 中 で 、 図 １ １ に 示
す Ｌ Ｅ Ｄ の 「 光 源 の 指 向 特 性 」 に お い て 、 ハ ッ チ ン グ Ｓ Ｌ に 相 当 す る 方 向 の 光 が エ ッ ジ 部
１ ０ ２ ｄ に 達 す る 。 ） こ の と き エ ッ ジ が 鏡 面 で な く 粗 面 と な っ て い る と 、 エ ッ ジ 部 で 通 常
の 屈 折 で は な く 散 乱 す る 形 で 入 光 す る こ と に な る 。 つ ま り エ ッ ジ 部 か ら 複 数 の 光 線 が 異 な
る 方 向 に 分 か れ て 、 導 光 板 内 を 伝 わ り 、 あ た か も エ ッ ジ が 光 っ て い る よ う に 見 え る こ と か
ら 、 エ ッ ジ 部 １ ０ ２ ｄ を ２ 次 光 源 と み な す こ と が で き る 。 な お 、 こ の よ う な ２ 次 光 源 は 導
光 板 １ ０ ２ の 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ と 下 面 １ ０ ２ ｂ の 交 わ っ て な す エ ッ ジ 部 １ ０ ２ ｅ に お い て
も 生 ず る 。 な お 、 従 来 は エ ッ ジ は 直 角 と な っ て い る た め 、 成 形 加 工 の 際 の 転 写 性 が 悪 く 、
粗 面 と な り や す く 、 従 が っ て ２ 次 光 源 を 発 生 し や す か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
エ ッ ジ 部 １ ０ ２ ｄ で 発 す る ２ 次 光 源 に 関 し て 言 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に ２ 次 光 源 か ら の 光
線 の 、 下 面 １ ０ ２ ｂ の 立 ち 上 が り 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ に 対 す る 入 射 角 θ ｂ が 臨 界 角 θ ｃ 以 下
の 場 合 も あ り 得 る が こ の 場 合 は 光 線 ｓ ２ １ に 例 示 す る よ う に 、 そ の 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ を 透
過 し 、 反 射 板 １ ０ ６ に 達 し こ こ で 反 射 さ れ て 再 び 導 光 板 １ ０ ２ 内 に 入 光 し 、 上 面 １ ０ ２ ａ
を 透 過 し て 上 方 に 出 射 す る 。 こ れ は 広 い 範 囲 に わ た る の で 、 こ れ に よ り 輝 線 を 発 生 す る こ
と は な い 。 次 に 前 記 入 射 角 θ ｂ が 臨 界 角 θ ｃ を 超 え る 場 合 は ｓ ２ ２ に 例 示 す る よ う に 立 ち
上 が り 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ に よ り 反 射 さ れ た 後 に 上 面 １ ０ ２ ａ よ り 出 射 す る が 、 こ の 出 射 に
至 る ま で の 反 射 等 に 基 づ く 入 射 の 回 数 は す で に 説 明 し た よ う に 入 射 角 θ ｂ と 臨 界 角 θ ｃ の
差 に よ っ て 異 な り 、 こ の 差 が 増 加 す る と 入 射 の 回 数 は 増 え て 行 く 。 こ の 点 に 関 し 、 図 １ ０
を 用 い て 更 に 詳 し く 説 明 す る 。 図 １ ０ に お い て 、 φ １ 、 φ ２ 、 φ ３ 、 φ ４ は い ず れ も エ ッ
ジ 部 １ ０ ２ ｄ よ り 発 す る 光 束 で あ り 、 各 光 束 自 体 の 角 度 幅 は 、 立 ち 上 が り 斜 面 １ ０ ２ ｂ １
２ の 傾 角 α よ り も 小 さ い も の と す る 。 そ し て こ れ ら 光 束 の 上 面 １ ０ ２ ａ を 基 準 と す る 出 射
角 は φ １ が 一 番 小 さ く 、 φ ２ 、 φ ３ 、 φ ４ の 順 に 順 次 α ず つ 大 と な っ て い る と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 光 束 φ １ 、 φ ２ 、 φ ３ 、 φ ４ の 前 記 出 射 角 を そ れ ぞ れ θ ｄ １ 、 θ ｄ ２ 、 θ ｄ ３ 、 θ
ｄ ４ と し 、 こ れ ら 出 射 角 と 臨 界 角 θ ｃ の 関 係 を
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で あ る と す る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 光 束 φ １ 、 φ ２ 、 φ ３ 、 φ ４ は い ず れ も 斜 面 １ ０ ２
ｂ １ ２ に 対 し て 第 １ 回 目 の 入 射 を 行 い 、 そ の と き の 入 射 角 は そ れ ぞ れ
θ ｄ １ － α 、 θ ｄ ２ － α 、 θ ｄ ３ ― α 、 θ ｄ ４ ― α
と な る が い ず れ も （ ４ ） 式 か ら し て 、 臨 界 角 θ ｃ よ り 大 と な っ て い る の で 、 こ れ ら の 光 束
は 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ に お い て す べ て 反 射 さ れ 、 上 面 １ ０ ２ ａ に 対 し 第 ２ 回 目 の 入 射 を 行 う
が そ の と き の 入 射 角 は そ れ ぞ れ 、 （ ４ ） 式 も 顧 慮 し て 、
θ ｄ １ － ２ α ＜ θ ｃ 、 θ ｄ ２ － ２ α ＞ θ ｃ 、 θ ｄ ３ ― ２ α ＞ θ ｃ 、 θ ｄ ４ ― α ＞ θ ｃ
と な り 、 光 束 φ １ の 入 射 角 　 θ ｄ １ － ２ α 　 の み が 臨 界 角 θ ｃ 以 下 と な り 、 図 に 示 す よ う
に 上 面 １ ０ ２ ａ か ら 光 束 の 幅 ｂ １ で 出 射 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
残 り の 光 束 φ ２ 、 φ ３ 、 φ ４ は 反 射 さ れ て 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ に 対 し て 、 第 ３ 回 目 の 入 射 を
行 う が 、 こ の と き の 入 射 角 は （ ４ ） 式 も 考 慮 し て 、 そ れ ぞ れ 、
θ ｄ ２ － ３ α ＜ θ ｃ 、 θ ｄ ３ ― ３ α ＞ θ ｃ 、 θ ｄ ４ ― ３ α ＞ θ ｃ
と な る 。 こ の と き 、 光 束 φ ２ の 入 射 角 　 θ ｄ １ － ３ α 　 の み が 臨 界 角 θ ｃ 以 下 と な り 、 光
束 φ ２ は 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ か ら 光 束 の 幅 ｂ ２ で 外 部 に 出 射 す る 。 以 下 同 様 に し て 、 第 ４ 回
目 の 入 射 に よ り 、 光 束 φ ３ が 幅 ｂ ３ で 上 面 よ り 出 射 し 、 第 ５ 回 目 の 入 射 に よ り 光 束 φ ４ が
光 束 の 幅 ｂ ４ で 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ か ら 外 部 に 出 射 す る 。 こ の よ う に 入 射 の 回 数 に 応 じ て 上
記 の 各 光 束 が 順 次 外 部 に 出 射 す る が 、 出 射 す る と き の 光 速 の 幅 は 、 入 射 の 回 数 に 応 じ て 順
次 増 加 し 、
ｂ １ ＜ ｂ ２ ＜ ｂ ３ ＜ ｂ ４
の 関 係 が あ る 。 こ れ は 、 各 光 束 φ １ 、 φ ２ 、 φ ３ 、 φ ４ の 角 度 幅 自 体 は 同 じ あ っ て も 、 実
際 の 光 束 の 幅 の 寸 法 は 光 束 の 経 路 の 長 さ に 比 例 し て 増 加 す る か ら で あ り 、 入 射 回 数 の 多 い
光 束 ほ ど 、 経 路 長 が 長 く な り 、 こ れ に 伴 っ て 出 射 光 の 実 際 の 幅 が 大 と な る と 考 え ら れ る 。
な お 、 図 １ ０ に お い て 、 下 面 の 斜 面 １ ０ ２ ｂ １ ２ か ら 出 射 し た 光 束 は 、 実 際 に は 反 射 板 （
１ ０ ６ ） に よ り 反 射 さ れ 導 光 板 ２ 内 に 入 光 し た 後 に 上 面 １ ０ ２ ａ か ら 出 射 す る の で 、 結 果
的 に は 上 面 １ ０ ２ ａ か ら 出 射 し た と 同 様 に 取 り 扱 っ て も よ い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ ０ に 示 す 光 束 φ １ 、 φ ２ 、 φ ３ 、 φ ４ の 出 射 光 を 図 ８ に 示 す 輝 線 の 中 の １ ４ ▲ １ ▼ 、
１ ４ ▲ ２ ▼ 、 １ ４ ▲ ３ ▼ 、 １ ４ ▲ ４ ▼ に 対 応 さ せ て 考 え る と 、 図 １ ０ に 示 す 幅 ｂ １ の 光 束
φ １ の 出 射 光 は 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ に 最 も 近 い 位 置 に あ り 、 そ の 幅 が 最 も 狭 い の で 、 図 ８ に
示 す 輝 線 １ ４ ▲ １ ▼ に 対 応 す る 。 図 １ １ に 示 す 幅 ｂ ２ の 光 束 φ ２ の 出 射 光 は 入 光 側 面 １ ０
２ ｃ に ２ 番 目 に 近 い 位 置 に あ り 、 そ の 幅 が 前 記 ｂ １ よ り も 若 干 広 い の で 、 図 ８ に 示 す 輝 線
１ ４ ▲ ２ ▼ に 対 応 す る 。 こ の よ う に し て 、 図 １ １ に 示 す 光 束 φ ３ 、 φ ４ の 出 射 光 は 図 ８ に
示 す １ ４ ▲ ３ ▼ 、 １ ４ ▲ ４ ▼ に 順 次 対 応 す る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 図 １ ０ に 示 す 光 束 φ ４ よ り も 上 面 １ ０ ２ ａ に 対 す る 出 射 角 が 更 に 大 き い 光 束 に 対 し
て は 、 出 射 角 が 増 す に 従 が っ て 、 導 光 板 ２ か ら 出 射 す る ま で の 入 射 の 回 数 が 更 に 増 え 、 外
部 に 出 射 す る 位 置 は 入 光 側 面 １ ０ ２ ｃ か ら 更 に 遠 の い て ゆ き 、 こ れ に 伴 っ て 出 射 の 光 束 の
幅 が さ ら に 広 が り 、 単 位 面 積 当 た り の 光 量 す な わ ち 輝 度 は 低 下 し て 行 く と 考 え ら れ る 。 こ
の こ と は 、 図 ８ に 示 す 導 光 板 １ ０ ２ の 上 面 図 に お い て 濃 い ハ ッ チ ン グ で 示 す 輝 線 の 幅 は 入
光 側 面 １ ０ ２ ｃ か ら 離 れ る に 従 が っ て 広 く な り 、 輝 線 が 目 立 た な く な る 事 実 と 一 致 す る 。
こ の よ う に し て 、 図 ８ に 示 す よ う に 輝 線 が 目 立 つ 原 因 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に エ ッ ジ 部 （
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１ ０ ２ ｄ ） か ら 発 し た 光 線 の う ち 、 比 較 的 少 な い 入 射 回 数 （ １ ～ ４ 回 ） で 導 光 板 １ ０ ２ の
外 部 に 出 射 す る 光 線 が 存 在 す る こ と に 起 因 す る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 は 、 図 ９ に 示 す エ ッ ジ 部 １ ０ ２ ｄ を ２ 次 光 源 と す る 場 合 に つ き 説 明 し た が 、 下 側 の エ
ッ ジ 部 １ ０ ２ ｅ を ２ 次 光 源 と し た 場 合 も 、 上 面 １ ０ ２ ａ に 対 す る 入 射 角 が 臨 界 角 以 上 と な
る 光 線 に 対 し て は 、 一 旦 反 射 さ れ た 後 は 、 そ の 反 射 角 は 広 い 角 度 幅 を 有 し 、 そ の 角 度 に 応
じ た 反 射 回 数 を 経 て 上 面 １ ０ ２ ａ よ り 出 射 す る た め 、 基 本 的 に は エ ッ ジ 部 １ ０ ２ ｄ を ２ 次
光 源 と す る 場 合 と 同 様 の 原 理 に よ り 輝 線 を 生 ず る こ と と な る 。 な お 、 エ ッ ジ 部 １ ０ ２ ｄ お
よ び １ ０ ２ ｅ の ２ 次 光 源 に 起 因 す る こ れ ら の 輝 線 は 図 ６ に 示 す よ う な プ リ ズ ム シ ー ト （ １
０ ３ ） 又 は 拡 散 シ ー ト （ 図 示 は し な い ） 等 の 光 の 方 向 を 規 制 す る 部 材 を 導 光 板 の 上 方 に 配
し た 場 合 に 目 立 ち や す く な る 傾 向 が あ る 。 な お 、 上 記 し た 輝 線 の 発 生 の 説 明 に お い て は 説
明 の 便 宜 上 、 導 光 板 の 下 面 （ １ ０ ２ ｂ ） の 反 射 面 が 非 対 称 プ リ ズ ム （ １ ０ ２ ｂ １ ） に よ り
構 成 さ れ て い る 場 合 の み に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 場 合 に 限 ら ず 、 導 光 板 の 下 面 が 対 称 プ
リ ズ ム 、 印 刷 、 シ ボ 又 は ド ッ ト 等 に よ る 規 則 的 又 は 不 規 則 的 な 凹 凸 を 有 す る 反 射 面 で あ っ
て も 、 導 光 板 の エ ッ ジ 部 が 上 記 し た よ う に ２ 次 光 源 と な る 場 合 に は 、 す で に 説 明 し た 原 理
と 基 本 的 に は 同 様 の 原 理 に よ り 、 照 明 の 際 に 輝 線 が 目 立 つ と い う 問 題 を 生 ず る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う な 輝 線 が 生 ず る と 、 明 暗 の 縞 模 様 が で き て 見 栄 え の 悪 い 面 状 光 源 と な る 。 そ こ で
本 発 明 は 導 光 板 お よ び そ の 側 方 に 配 し た Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 光 源 を 有 す る 面 状 光 源 に お い て 、
前 記 し た 輝 線 に よ る 明 暗 の 縞 模 様 の 発 生 を 防 止 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に そ の 第 １ の 手 段 と し て 本 発 明 は 、 板 状 の 透 光 材 よ り な る 導 光
板 と 該 導 光 板 の 側 面 に 対 向 し て 配 さ れ た 発 光 光 源 を 有 し 、 該 発 光 光 源 か ら 前 記 導 光 板 の 側
面 に 入 射 す る 光 を 導 光 板 の 下 面 の 反 射 面 と 導 光 板 の 上 面 の 出 射 面 と の 作 用 に よ り 光 路 変 換
し て 前 記 上 面 か ら 面 状 の 光 束 を 出 射 す る 面 状 光 源 に お い て 、 前 記 導 光 板 の 発 光 光 源 か ら の
光 の 入 射 す る 入 光 側 面 と 上 面 （ 出 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ お よ び 入 光 側 面 と 下 面 （
反 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ を 面 取 り 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に そ の 第 ２ の 手 段 と し て 本 発 明 は 、 板 状 の 透 光 材 よ り な る 導 光
板 と 該 導 光 板 の 側 面 に 対 向 し て 配 さ れ た 発 光 光 源 を 有 し 、 該 発 光 光 源 か ら 前 記 導 光 板 の 側
面 に 入 射 す る 光 を 導 光 板 の 下 面 の 反 射 面 と 導 光 板 の 上 面 の 出 射 面 と の 作 用 に よ り 光 路 変 換
し て 前 記 上 面 か ら 面 状 の 光 束 を 出 射 す る 面 状 光 源 に お い て 、 前 記 導 光 板 の 発 光 光 源 か ら の
光 の 入 射 す る 入 光 側 面 と 上 面 （ 出 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ お よ び 入 光 側 面 と 下 面 （
反 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ を 曲 面 形 状 （ Ｒ 形 状 ） と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に そ の 第 ３ の 手 段 と し て 本 発 明 は 、 透 光 材 よ り な る 導 光 板 と 該
導 光 板 の 側 面 に 対 向 し て 配 さ れ た 発 光 光 源 を 有 し 、 該 発 光 光 源 か ら 前 記 導 光 板 の 側 面 に 入
射 す る 光 を 導 光 板 の 下 面 の 反 射 面 と 導 光 板 の 上 面 の 出 射 面 と の 作 用 に よ り 光 路 変 換 し て 前
記 上 面 か ら 面 状 の 光 束 を 出 射 す る 面 状 光 源 に お い て 、 前 記 導 光 板 の 発 光 光 源 か ら の 光 の 入
射 す る 入 光 側 面 と 上 面 （ 出 射 面 ） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ お よ び 入 光 側 面 と 下 面 （ 反 射 面
） の 交 差 し て で き る エ ッ ジ の い ず れ か 一 方 の エ ッ ジ を 面 取 り 形 状 と し 他 方 の エ ッ ジ を 曲 面
形 状 （ Ｒ 形 状 ） と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に そ の 第 ４ の 手 段 と し て 本 発 明 は 、 前 記 第 １ の 手 段 乃 至 第 ３ の
手 段 の い ず れ か に お い て 、 前 記 導 光 板 の 上 面 に 対 向 し て プ リ ズ ム シ ー ト そ の 他 の 光 の 透 過
方 向 を 規 制 す る 部 材 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に そ の 第 ５ の 手 段 と し て 本 発 明 は 、 前 記 第 １ の 手 段 乃 至 第 ４ の
手 段 の い ず れ か に お い て 、 前 記 導 光 板 の 下 面 の 少 な く と も 一 部 は 複 数 の プ リ ズ ム よ り な る
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反 射 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に そ の 第 ６ の 手 段 と し て 本 発 明 は 、 前 記 第 １ の 手 段 乃 至 第 ４ の
手 段 の い ず れ か に お い て 、 前 記 導 光 板 の 下 面 は シ ボ よ り な る 反 射 面 の 部 分 と 複 数 の プ リ ズ
ム よ り な る 反 射 面 の 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ は 本 第 １ 実 施 形 態 に 係 る
面 状 光 源 １ ０ 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 （ ｃ ） は （ ｂ ） の
Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は 光 源 で あ る Ｌ Ｅ Ｄ 、 ２ は 導 光 板 、 ３ は プ リ ズ ム
シ ー ト 、 ６ は 反 射 板 、 ７ は 液 晶 パ ネ ル で あ る 。 導 光 板 ２ は 平 面 形 状 が 略 四 辺 形 の 板 状 を な
し 、 透 光 性 の 樹 脂 （ ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 等 ） よ り な る 。 ２ ａ は 導 光 板 ２ の 上 面 で あ る 。 ２ ｃ
は Ｌ Ｅ Ｄ １ に 対 向 す る 導 光 板 ２ の 入 光 側 面 で あ る 。 ２ ｂ は 導 光 板 ２ の 下 面 で あ る 。 こ の 下
面 ２ ｂ に は 複 数 の 非 対 称 プ リ ズ ム ２ ｂ ｐ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 非 対 称 プ リ ズ ム ２ ｂ ｐ は
、 入 光 側 面 ２ ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 急 激 に 上 面 ２ ａ と の 距 離 が 増 加 す る 立 ち 下 り 斜 面 ２ ｂ
ｐ １ と 、 緩 や か に 上 面 ２ ａ と の 距 離 が 減 少 す る 立 ち 上 が り 斜 面 ２ ｂ ｐ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
２ ｄ は 導 光 板 ２ の 前 記 入 光 側 面 ２ ｃ と 上 面 ２ ａ が 交 差 し て で き る エ ッ ジ に 形 成 さ れ た 面 取
り 部 で あ り 、 ２ ｅ は 入 光 側 面 ２ ｃ と 下 面 ２ ｂ が 交 差 し て で き る エ ッ ジ に 形 成 さ れ た 面 取 り
部 で あ る 。 こ こ で 、 面 取 り の 部 の 傾 斜 角 は 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 略 ４ ５ ゜ と な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 示 し な い 電 源 よ り Ｌ Ｅ Ｄ １ に 所 定 の 電 流 が 供 給 さ れ る と 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ は 白 色 又 は 所 定 の 色
で 発 光 す る 。 Ｌ Ｅ Ｄ １ か ら の 出 射 光 の う ち 図 １ （ ｂ ） の 点 線 で 示 す よ う に 導 光 板 ２ の 入 光
側 面 ２ ｃ （ 面 取 り 部 ２ ｄ お よ び ２ ｅ を 除 く 部 分 ） に 入 射 し た も の は 、 そ の 屈 折 に よ る 出 射
角 が 臨 界 角 よ り 小 さ い の で 、 す で に 従 来 例 の 説 明 で 図 ７ を 用 い て 説 明 し た の と 同 様 の 原 理
に よ り 、 上 面 ２ ａ 又 は 下 面 ２ ｂ に 最 初 に 達 し た と き は こ れ ら の 面 に 対 す る 入 射 角 （ 図 ７ の
θ １ ） は 臨 界 角 以 上 と な り 、 か な ら ず 全 反 射 さ れ る 。 そ し て 図 １ （ ｂ ） の 点 線 で 例 示 す る
よ う に 上 面 ２ ａ と 下 面 ２ ｂ の 間 で 反 射 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 す で に 説 明 し た よ う に 反 射
の 度 に 入 射 角 が 斜 面 の 傾 角 （ 図 ７ の α に 相 当 ） ず つ 減 少 し 、 こ れ が 臨 界 角 以 下 と な っ た と
き に 屈 折 に よ り 外 部 に 出 射 す る 。 こ の よ う に し て 、 正 常 な 経 路 を 経 て 導 光 板 ２ の 上 面 ２ ａ
を か ら 出 射 し た 光 線 は 、 プ リ ズ ム シ ー ト ３ に 入 射 す る 。 プ リ ズ ム シ ー ト ３ に 入 射 し た 光 は
こ こ で 、 プ リ ズ ム シ ー ト 内 で 正 反 射 さ れ 最 終 的 に は 、 ｚ 方 向 へ 進 路 を 変 え る 。 こ の ｚ 方 向
に 向 か う 光 線 が 液 晶 表 示 板 ７ に 入 射 す る こ と に よ り 、 液 晶 を 透 過 す る 光 の 方 向 を 理 想 的 な
も の と し 、 鮮 明 な 表 示 を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ （ ｃ ） の 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 面 取 り 部 ２ ｄ の 上 面 ２ ａ と 交 差 す る エ ッ ジ ２ ｄ １ お よ
び 入 光 側 面 １ ｃ と 交 差 す る エ ッ ジ ２ ｄ ２ の そ れ ぞ れ の 交 差 角 θ ｄ １ お よ び θ ｄ ２ は 共 に ９
０ ° 以 上 と な り 、 導 光 板 ２ を 成 形 加 工 す る 際 の 型 の 転 写 性 が 良 く な り 、 エ ッ ジ が 従 来 の よ
う に 粗 面 と な り に く い の で 、 従 来 の よ う な ２ 次 光 源 は 発 生 し に く い 。 次 に 図 １ （ ｂ ） に 示
す 下 側 の 面 取 り 部 ２ ｅ に 関 し て も 同 様 の 理 由 に よ り 、 ２ 次 光 源 は 発 生 し に く い 。 よ っ て 、
本 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 に お い て は 、 従 来 例 に お い て 図 ８ に 示 し た よ う に 照 明 時 に
輝 線 が 目 立 つ よ う な 状 態 を 回 避 で き る 場 合 が 多 い 。 図 ２ は 本 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源
１ ０ の 照 明 光 の 状 態 の 一 例 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 こ れ に よ れ ば 、 導 光 板 ２ の 全 領 域 に わ た
り 輝 線 が 目 立 た な い 領 域 Ｒ と な っ て お り 、 従 来 の よ う に 目 立 つ 輝 線 は 認 め ら れ な い 。 な お
、 導 光 板 の 上 面 に 対 向 さ せ て プ リ ズ ム シ ー ト 又 は 拡 散 板 の よ う な 透 過 の 方 向 を 規 制 す る 部
材 を 配 し た 場 合 に 、 従 来 に お い て は 輝 線 の 目 立 ち が 特 に 顕 著 で あ っ た と こ ろ 、 本 発 明 に お
い て は こ の 目 立 ち を な く す こ と が 容 易 と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 に 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３ は 本 第
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２ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 ２ ０ 示 す 図 で あ り （ ａ ） は 側 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お け る Ｂ
部 の 拡 大 図 で あ る 。 図 ３ に お い て ２ ｆ は 導 光 板 ２ の 前 記 入 光 側 面 ２ ｃ と 上 面 ２ ａ が 交 差 す
る 部 分 に 形 成 さ れ た Ｒ 部 （ 円 弧 状 曲 面 ） で あ り 、 ２ ｇ は 導 光 板 ２ の 前 記 入 光 側 面 ２ ｃ と 下
面 ２ ｂ が 交 差 す る 部 分 に 形 成 さ れ た Ｒ 部 （ 円 弧 状 曲 面 ） で あ る 。 そ の 他 の 符 号 に 関 し て は
、 図 １ に 示 し て 説 明 し た 面 状 光 源 １ ０ の 場 合 と 同 様 で あ る 。 前 記 の Ｒ 部 ２ ｆ お よ び ２ ｇ は
面 の 方 向 が な だ ら か に 変 化 し て お り 、 こ れ に よ り 、 導 光 板 ２ を 成 形 加 工 す る 際 の 型 の 転 写
性 が 良 く な る の で 、 面 が 従 来 の エ ッ ジ の よ う に 粗 面 と な り に く く 、 従 が っ て ２ 次 光 源 の 発
生 が 阻 止 さ れ や す い 。 こ れ に よ り 、 従 来 の よ う に 輝 線 の 目 立 つ こ と が 防 止 さ れ る 場 合 が 多
い 。 図 ３ （ ａ ） に お い て 点 線 は 、 図 １ の 場 合 と 同 様 に Ｌ Ｅ Ｄ １ か ら 導 光 板 ２ に 入 射 し た 光
線 の 正 常 の 経 路 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 下 に 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ は 本 第
３ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 ３ ０ 示 す 側 面 図 で あ る 。 本 第 ３ 実 施 形 態 は 図 １ に 示 す 第 １ 実 施
形 態 の 変 形 例 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 ２ ｂ ｈ は 導 光 板 ２ の 下 面 ２ ｂ に い て 下 側 の 面 取 り 部
２ ｅ の 近 傍 に 設 け ら れ た シ ボ 反 射 面 で あ る 。 面 状 光 源 ３ ０ の そ の 他 の 構 造 は 、 図 １ に 示 し
た 面 状 光 源 １ ０ と 同 様 で あ る 。 シ ボ 反 射 面 ２ ｂ ｈ は 細 か い 不 規 則 な 凹 凸 を 有 し て お り 、 入
光 側 面 ２ ｃ か ら こ の 面 に 入 射 し た 光 を 散 乱 さ せ る 散 乱 光 の 中 に は 直 接 に 直 接 に 上 面 ２ ａ に
向 か う も の も あ る し 、 下 方 に 出 射 す る も の も あ る 。 散 乱 に よ り 導 光 板 ２ の 下 面 ２ ｂ か ら 外
部 に 出 射 し た 光 は 反 射 板 ６ に よ っ て 反 射 さ れ 再 び 導 光 板 ２ に 入 射 し 、 上 面 ２ ａ に 向 か う 。
こ の よ う に し て 、 非 対 称 プ リ ズ ム ２ ｂ ｐ を 利 用 す る 光 の 経 路 の 他 に 、 シ ボ 反 射 面 ２ ｂ ｈ を
利 用 す る 光 の 経 路 が 生 ま れ 、 導 光 板 １ の 上 面 １ ａ に お い て 、 入 光 側 面 ２ ｃ に 近 い 所 か ら も
上 方 に 光 を 出 射 す る こ と が で き る よ う に な り 、 照 明 の 領 域 を 入 光 側 面 １ ｃ の 近 傍 に ま で 広
げ る こ と が で き る 。 本 第 ３ 実 施 形 態 の 場 合 も 上 下 の 面 取 り 部 ２ ｄ 、 ２ ｅ の 存 在 に よ り 、 導
光 板 ２ の エ ッ ジ 部 に お け る ２ 次 光 源 の 発 生 が 阻 止 さ れ や す く 、 こ れ に よ り 、 面 状 光 源 の 照
明 に お け る 輝 線 の 目 立 が な く な り や す い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 下 に 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ は 本 第
４ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 ４ ０ 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 第 ４ 実 施 形 態 に
お い て は 、 導 光 板 ２ の 上 面 ２ ａ と 入 光 側 面 ２ ｃ の 交 差 し て な す エ ッ ジ 部 に は Ｒ 部 （ 円 弧 状
曲 面 ） ２ ｆ が 形 成 さ れ 、 下 面 ２ ｂ と 入 光 側 面 ２ ｃ の 交 差 し て な す エ ッ ジ 部 に は 面 取 り 部 ２
ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 面 状 光 源 ４ ０ は こ の Ｒ 部 ２ ｆ と 面 取 り 部 ２ ｅ の 存 在 に よ り 、 す で に
説 明 し た 原 理 に よ り ２ 次 光 源 が 発 生 し に く く な っ て お り 、 従 が っ て 照 明 時 に お け る 輝 線 の
目 立 ち を な く す こ と を 容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ れ ま で 述 べ て き た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 面 状 光 源 に お い て は 、 導 光 板 の 下 面 の 全 部
又 は 大 部 分 が 非 対 称 プ リ ズ ム に よ り 構 成 さ れ て い る 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 導
光 板 の 下 面 の 全 部 又 は 大 部 分 が 対 称 プ リ ズ ム 、 印 刷 、 シ ボ 又 は ド ッ ト 等 に よ る 規 則 的 又 は
不 規 則 的 な 凹 凸 を 有 す る 反 射 面 で あ っ て も 、 導 光 板 の 入 光 側 面 （ １ ｃ ） の 上 下 の エ ッ ジ 部
に 、 面 取 り 部 又 は Ｒ 部 を 設 け る こ と に よ り 、 ２ 次 光 源 の 発 生 を 防 止 し 、 照 明 光 に お け る 輝
線 の 目 立 ち を な く し 又 は 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 に 述 べ た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 導 光 板 と そ の 側 方 に 配 し た Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 源 を 有 す
る 面 状 光 源 に お い て 、 そ の 照 明 時 に 発 生 す る こ と の あ る 輝 線 の 目 立 ち に よ る 明 暗 の 縞 模 様
の 発 生 を 防 止 を 容 易 に し 、 液 晶 表 示 の 品 質 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 面 状 光 源 の 照 明 光 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 面 状 光 源 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 導 光 板 を 用 い た バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 導 光 板 の 通 常 の 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ に 示 す 導 光 板 の 照 明 光 の 状 態 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ に 示 す 導 光 板 の 異 常 な 作 用 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ６ に 示 す 導 光 板 の 異 常 な 光 の 経 路 を 詳 細 に 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 Ｌ Ｅ Ｄ の 光 源 の 指 向 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 Ｌ Ｅ Ｄ
２ 　 導 光 板
２ ａ 　 上 面
２ ｂ 　 下 面
２ ｃ 　 入 光 側 面
２ ｄ 、 ２ ｅ 　 面 取 り 部
２ ｆ 、 ２ ｇ 　 Ｒ 部
２ ｂ ｐ 　 非 対 称 プ リ ズ ム
２ ｂ ｐ １ 　 立 下 り 斜 面
２ ｂ ｐ ２ 　 立 上 が り 斜 面
２ ｂ ｈ 　 シ ボ 反 射 面
３ 　 プ リ ズ ム シ ー ト
６ 　 反 射 板
７ 　 液 晶 表 示 板
１ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 　 面 状 光 源
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

(11) JP 2004-146132 A 2004.5.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

